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Seika Town Newsletter HANASOU!!

2013
MAY

No.602 5
あ
な
た
の
活
躍
、ま
ち
の
誇
り
。

気
軽
に
相
談
を
。
家
庭
の
悩
み
／
3　
国
保

税
率
が
変
わ
り
ま
す
／
６　
医
療
費
助
成
、

申
請
お
忘
れ
な
く
／
8　
固
定
資
産
税
耐
震

改
修
な
ど
で
一
部
減
額
／
11　
「
ダ
イ
シ
ョ

イ
モ
」で
暑
さ
を
し
の
ご
う
／
13　

活
動
の

ひ
ろ
ば
�
／
14　
せ
い
か
写
真
日
記
／
22　

平成24年度精華町民文化賞・スポーツ
賞の表彰式を３月29日（金）、町立図書
館で行いました。今年の受賞者は文化
賞が３団体、スポーツ賞が３個人。さ
まざまな分野でのたゆまぬ努力が実を
結び、今回の受賞につながりました。



　
元
精
華
町
議
会
議
員
の
島
田
直
秀
さ
ん
（
山

田
地
区
）
が
こ
の
ほ
ど
、
高
齢
者
叙
勲
と
し
て

地
方
自
治
功
労
に
よ
り
旭
日
単
光
章
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

　
同
叙
勲
は
、
多
く
の
功
績
を
重
ね
な
が
ら
満

88
歳
を
迎
え
た
方
に
授
与
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

島
田
直
秀
さ
ん高

齢
者
叙
勲
気
軽
に
相
談
を
。家庭

の
悩
み

植
田
正さ

ん

清
水
廣
司

さ
ん

が
表
彰

鳥
獣
被
害
対
策
貢
献

　
町
で
は
毎
月
４
回
、
京
都
大
和
の
家
（
精
華

町
南
稲
八
妻
笛
竹
37
番
地
）
＝
地
図
・
写
真
＝

で
「
家
庭
こ
こ
ろ
の
相
談
室
」
を
開
設
し
て
い

ま
す
。
夫
婦
関
係
、
親
子
関
係
な
ど
の
悩
み
、

子
育
て
に
関
す
る
悩
み
、
乳
幼
児
の
発
達
な
ど

の
悩
み
の
相
談
に
臨
床
心
理
士
、
家
庭
支
援
専

門
相
談
員
な
ど
が
応
じ
ま
す
。

　
対
象
は
町
内
在
住
・
在
勤
の
方
で
す
。
相
談

は
無
料
。
相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、
ほ
か
の
専

門
機
関
を
紹
介
し
た
り
、
連
絡
を
取
っ
た
り
し

ま
す
。

　
利
用
前
に
は
、
相
談
受
付
専
用
電
話
（
4
９�

８

−

３
９
０
９
）
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間
は
平
日
午
前
10
時
～
正
午
・
午
後
１

時
～
４
時
で
、
祝
日
・
12
月
29
日
～
１
月
３
日

を
除
き
ま
す
。

　
相
談
日
時
は
次
の
通
り
で
す
。

▽
毎
月
第
１
木
曜
日
・
第
２
月
曜
日
・
第
３
火

曜
日
・
第
４
水
曜
日
午
前
10
時
～
正
午
・
午
後

１
時
～
３
時
（
今
月
の
日
程
は
30
ペ
ー
ジ
）

※�

祝
日
・
12
月
29
日
～
１
月
３
日
を
除
き
ま

す
。

○
問
い
合
わ
せ

　
人
権
啓
発
課
男
女
共
同
参
画
係

　
（
4
９
５

−

１
９
１
９
）

　
京
都
府
猟
友
会
に
所
属
の
植
田
正
さ
ん
（
南

地
区
）
と
清
水
廣
司
さ
ん
（
柘
榴
地
区
）
が
３

月
４
日
㈪
、
野
生
鳥
獣
被
害
対
策
貢
献
者
と
し

て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
植
田
さ
ん
は
、
野
生
鳥
獣
被
害
対
策
へ
の
多

大
な
協
力
や
功
績
に
対
し
、
京
都
府
知
事
か
ら

功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。
清
水
さ
ん

は
、
鳥
獣
の
保
護
・
事
故
防
止
に
携
わ
り
、
猟

友
会
の
発
展
に
貢
献
し
た
こ
と
に
対
し
、
大
日

本
猟
友
会
長
か
ら
感
謝
状
を
受
け
ま
し
た
。

　
共
に
現
在
も
、
町
の
野
生
鳥
獣
対
策
に
積
極

的
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

島田直秀さん
受賞した植田さん（左）と清水さん

④�

精
華
町
民
ス
ポ
ー
ツ
賞
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
賞

／
山
門
春
香
（
精
華
西
中
１
年
＝
表
紙
写
真
・

上
写
真
左
か
ら
３
人
目
）

　

�

関
西
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
で
優
勝
。

奈
良
県
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
選
手
権
春
季
大
会
・

夏
季
大
会
・
秋
季
大
会
で
3
連
覇
。

⑤�

同
／
馬
場
浩
市
（
精
華
西
中
３
年
＝
上
写
真
左

か
ら
2
人
目
）

　

�

京
都
府
中
学
校
総
合
体
育
大
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

の
部
個
人
戦
で
準
優
勝
。
第
61
回
近
畿
中
学
校

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
個
人
戦
で
3
位
。

⑥�

同
／
江
川
暢
人
（
精
華
西
中
３
年
＝
上
写
真
左

端
）

　

�

第
65
回
京
都
府
中
学
校
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

男
子
１
０
０
㍍
で
優
勝
。
第
58
回
全
日
本
中
学

校
通
信
陸
上
競
技
京
都
府
大
会
男
子
１
０
０
㍍

で
優
勝
。

　
町
民
文
化
賞
の
文
化
功
労
賞
を
受
賞
し
た
「
け

い
は
ん
な
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
」
の
団

長
・
大
槻
弘
幸
さ
ん
は
「
今
後
も
地
元
密
着
型
の

活
動
を
し
な
が
ら
、
世
界
に
通
じ
る
音
楽
を
目
指

す
」
と
意
気
込
み
も
新
た
に
。

　

２
年
連
続
受
賞
と
な
っ
た
山
門
春
香
さ
ん
も

「
続
け
て
表
彰
さ
れ
た
こ
と
は
素
直
に
う
れ
し
い
。

今
年
は
昨
年
以
上
の
成
績
を
出
せ
る
よ
う
に
頑
張

る
」
と
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を
誓
っ
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
度
精
華
町
民
文
化
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
賞

の
表
彰
式
。
受
賞
者
ら
は
、
木
村
町
長
か
ら
祝
福

の
言
葉
と
と
も
に
、
表
彰
状
と
盾
を
受
け
取
り
ま

し
た
。
伊
藤
二
三
雄
教
育
委
員
長
か
ら
の
講
評
で

は
、
受
賞
者
に
ね
ぎ
ら
い
と
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

　
今
年
の
受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
〔
表
彰
名
称

／
受
賞
者
（
敬
称
略
・
学
年
は
３
月
現
在
）、
昨

年
度
の
主
な
功
績
（
①
は
こ
れ
ま
で
の
功
績
）〕。

①�

精
華
町
民
文
化
賞
文
化
功
労
賞
／
け
い
は
ん
な

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
＝
上
写
真
右
端

（
大
槻
弘
幸
団
長
）

　
�

学
研
都
市
発
の
市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
し
て
、

け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ
や
け
い
は
ん
な
記
念
公

園
、
町
役
場
な
ど
で
演
奏
会
を
展
開
。
町
内
小

学
校
で
も
演
奏
活
動
を
行
う
な
ど
、
音
楽
文
化

の
底
上
げ
と
拡
大
に
貢
献
。

②�

精
華
町
民
文
化
賞
ジ
ュ
ニ
ア
文
化
賞
／
東
光
小

学
校
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ク
ラ
ブ
＝
下
写

真
右
端
・
上
写
真
右
か
ら
２
人
目
（
川
端
野
々

花
部
長
）

　

�

京
都
府
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞
受
賞
。

③�

同
／
精
華
中
学
校
吹
奏
楽
部
＝
下
写
真
左
端
・

上
写
真
右
か
ら
3
人
目
（
安
宅
真
菜
美
部
長
）

　

�

第
49
回
京
都
府
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞
。

第
62
回
関
西
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
銀
賞
。

精

華

町

民

文

化

賞

精

華

町

民

ス

ポ

ー

ツ

賞

京
都
大
和
の
家

近
鉄

Ｊ
Ｒ

町
役
場

N

新
祝
園

祝
　
園
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第
２
次
精
華
町
障
害
者
基
本
計
画
・
障
害
福

祉
計
画
に
か
か
る
行
動
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

の
提
言
書
が
３
月
26
日
㈫
、
精
華
町
地
域
障
害

者
自
立
支
援
協
議
会
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た

=

写
真
。

　
平
成
19
年
度
に
設
立
さ
れ
た
同
協
議
会
は
、

町
の
障
害
者
福
祉
の
課
題
に
つ
い
て
協
議
す
る

　
京
都
府
で
は
、
地
域
に
暮
ら
す
方
々
が
協
働

し
て
暮
ら
し
や
す
い
魅
力
的
な
地
域
を
創つ

く

る

「
地
域
力
再
生
活
動
」
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
団
体
は
自
治
会
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー

ク
ル
・
子
ど
も
会
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
地
域
住

民
が
中
心
と
な
っ
た
団
体
、
ま
た
は
こ
れ
ら
の

う
ち
複
数
が
連
携
し
た
活
動
団
体
で
す
。
政

治
・
宗
教
な
ど
に
か
か
わ
る
団
体
、
営
利
を
主

た
る
目
的
と
し
た
団
体
な
ど
は
対
象
外
で
す
。

　
対
象
事
業
は
、
地
域
に
暮
ら
す
方
々
が
自
ら

取
り
組
む
、
環
境
保
全
、
安
心
・
安
全
な
地
域

づ
く
り
、
子
育
て
支
援
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
種

地
域
の
活
性
化
目
指
す
活
動
へ

活
動
費
を
一
部
補
助

住
民
・
行
政
な
ど
の
役
割
示
す 

障
害
者
自
立
支
援
協
か
ら
提
言
書

類
の
地
域
活
動
で
す
。

　
交
付
（
補
助
）
金
額
は
対
象
活
動
費
の
概
ね

３
分
の
２
以
内
（
府
市
町
村
振
興
協
会
か
ら
の

支
援
含
む
）。
本
年
度
第
１
回
の
申
請
期
間
は

５
月
31
日
㈮
ま
で
の
平
日
で
す
。
受
付
時
間
は

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
。
申
請
書
を
直

接
、
左
記
の
と
こ
ろ
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
募

集
要
項
や
申
請
様
式
は
、
京
都
府
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
申
請
・
問
い
合
わ
せ

　
◆�

京
都
府
山
城
広
域
振
興
局
企
画
総
務
部
企

画
振
興
室

　
　
（�

4
２
１

−

２
０
４
９
・
6
２
２

−

８�

８
６
５
）

　
◆
精
華
町
役
場
企
画
調
整
課
企
画
係

　
　
（
4
９
５

−

１
９
０
０
）

木津警察署ホットメッセージコーナー木津警察署ホットメッセージコーナー
自転車も
ルール守って

　５月は 自転車安全利用推進月間です。今年のスローガ
ンは「自転車の　わがまま気まま　事故のもと！」。正しい
乗り方と思いやりのある運転で、交通事故をなくしましょ
う。

▶歩道は歩行者優先
　�歩道はもともと歩く人のための道です。歩いている

人には道を譲りましょう。
▶交差点では止まって安全確認を
　�交差点での自転車の飛び出しによる交通事故は、と

ても多く起きています。
▶夜は必ずライトをつける
　�周囲から見えないことも危険です。
▶ヘルメットをかぶろう
　�あごひもをしっかり締めて使いましょう。

○問い合わせ　京都府木津警察署（4 72−0110）

も
の
で
す
。
障
害
の
あ
る
人
が
地
域
で
自
分
ら

し
く
暮
ら
し
続
け
る
た
め
の
支
援
の
充
実
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
23
年
度
に
策
定
さ
れ
た
こ
の
障
害
者
基
本
計

画
と
障
害
福
祉
計
画
を
基
に
重
点
課
題
を
絞

り
、
24
年
度
に
４
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

き
ま
し
た
。
こ
の
な
か
で
は
、
住
民
や
行
政
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
福
祉
事
業
者
な
ど
が
共
同
し

て
取
り
組
む
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
協
議
し

ま
し
た
。

　
今
回
の
提
言
書
で
は
、
住
民
や
行
政
な
ど
の

役
割
分
担
と
、
計
画
実
行
に
向
け
た
具
体
的
な

指
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

○
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　
（
4
９
５

−

１
９
０
４
）

語り合おう 
介護者の思い

　精華町介護者家族の会「なでしこの会」
の発会式が５月30日（木）、かしのき苑
で行われます。同会は、家庭で介護して
いる方や介護経験者が集まり、情報交換
するものです。参加は無料、申し込み不
要です。
　介護の必要な方が在宅のため参加でき
ない方は、事前にご相談ください。
▶時　　間　午後１時30分～３時
▶場　　所　ふれあい大ホール（２階）
▶対 象 者　�介護している方・介護経験

者
▶内　　容　◆講演
　　　　　　　�演題：「ほっとけ（仏）心

であっぱれ介護」
　　　　　　　�講師：古海 りえ子（さわ

やかインストラクター）
　　　　　　◆�「なでしこの会」について

の説明

○問い合わせ
　◆石本 俊和（4 93−0640）
　◆武田 清司（4 72−2175）

提言書を提出する、同協議会の坂東敏
和会長（左）

★�

京
都
府
立
医
科
大
学
附
属
病
院
に
は
不

妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

（
4
０
７
５

−

２
５
３

−

６
１
８
０
）

町
や
京
都
府
で
は
、
不
妊
治
療
や
特
定
不
妊
治

療
に
か
か
っ
た
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
左
記
の
と
こ
ろ
に
問
い
合
わ

せ
る
か
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

不
妊
治
療
を
受
け
た
方
へ

　
町
で
は
、
保
険
適
用
の
治
療
と
人
工
授
精
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
対
象
者

　

�

京
都
府
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上
住
所
を
有

す
る
夫
婦
（
事
実
婚
を
含
む
）
で
、
各
種
医

療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

　

�

※�

人
工
授
精
の
治
療
費
を
申
請
す
る
場
合
は

婚
姻
の
届
け
出
を
し
て
い
る
こ
と
が
前
提

と
な
り
ま
す
。

▼
助
成
額

　

�

不
妊
治
療
に
要
す
る
被
保
険
者
負
担
額
の
２

分
の
１
（
限
度
額
あ
り
）

▼
申
請
方
法

　

�

診
療
日
か
ら
１
年
以
内
に
申
請
書
・
医
療
機

関
証
明
書
・
請
求
書
を
直
接
、
左
記
の
と
こ

ろ
へ
。

　
※�

必
要
書
類
は
左
記
の
と
こ
ろ
に
置
い
て
い

る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

　
健
康
推
進
課
保
健
予
防
係

　
（
4
９
５

−

１
９
０
５
）

　

京
都
府
で
は
、
特
定
不
妊
治
療
（
体
外
受

精
・
顕
微
授
精
）
が
対
象
で
、
対
象
者
は
次
の

要
件
を
満
た
し
て
い
る
方
と
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
卵
子
採
取
に
至
ら
な
い
場
合
を
除
き
ま
す
。

・�

京
都
府
内
（
京
都
市
以
外
）
に
住
所
を
有
す

る
。

・
婚
姻
の
届
け
出
を
し
て
い
る
。

・
指
定
の
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け
て
い
る
。

・�

特
定
不
妊
治
療
が
必
要
と
医
師
に
診
断
さ
れ

て
い
る
。

・�

夫
婦
の
前
年
所
得
合
計
が
７
３
０
万
円
未
満
。

◇

　
申
請
期
間
は
原
則
、
治
療
終
了
日
の
年
度
内

で
す
（
助
成
回
数
・
助
成
額
は
限
度
あ
り
）。

○
問
い
合
わ
せ

　
山
城
南
保
健
所

　
（
4
７
２ 

− 

４
３
０
０
）

　
５
月
12
日
㈰
は
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

日
」。
こ
の
日
か
ら
18
日
㈯
ま
で
は
同
委
員
の

活
動
強
化
週
間
で
す
。
精
華
町
民
生
児
童
委
員

協
議
会
で
は
毎
年
こ
の
期
間
、
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
の
見
守
り
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
現

在
、
民
生
児
童
委
員
は
54
人
。
主
任
児
童
委
員

は
５
人
い
ま
す
。

　
委
員
の
活
動
は
「
広
げ
よ
う　
地
域
に
根
ざ

し
た　
思
い
や
り
」
行
動
宣
言
（
以
下
、
原
文

の
ま
ま
）
に
基
づ
い
て
行
っ
て
い
ま
す
。

１�

．
安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
地

域
社
会
づ
く
り
に
貢
献
し
ま
す

　

�

地
域
住
民
が
そ
の
地
域
で
、
い
つ
ま
で
も
住

み
続
け
た
い
と
い
う
願
い
を
大
切
に
、
行
政

や
社
会
福
祉
協
議
会
、
自
治
会
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
な
ど
と
協
力
し
て
取
り
組
み
ま

す
。 安

心･

安
全
づ
く
り
に
尽
力 

民
生
児
童
委
員
　
12
日
か
ら
活
動
強
化
週
間

２�

．
地
域
社
会
で
の
孤
立
・
孤
独
を
な
く
す
運

動
を
提
案
し
行
動
し
ま
す

　

�

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
孤
独
死
の
発
見
は
、

地
域
社
会
に
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
が
走
り
ま

す
。
孤
立
・
孤
独
を
な
く
す
た
め
に
、
地
域

住
民
と
手
を
つ
な
ぐ
取
り
組
み
を
進
め
ま

す
。

３�

．
児
童
虐
待
や
犯
罪
被
害
な
ど
か
ら
子
ど
も

を
守
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す

　

�

児
童
へ
の
虐
待
や
犯
罪
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ

た
め
に
、
行
政
と
緊
密
に
連
絡
を
取
り
合

い
、
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
取
り
組
み
を
進

め
ま
す
。

４�

．
多
く
の
福
祉
課
題
を
抱
え
る
生
活
困
難
家

庭
に
粘
り
強
く
接
し
、
地
域
社
会
と
の
つ
な

ぎ
役
を
務
め
ま
す

　

�

複
雑
で
困
難
な
生
活
課
題
を
抱
え
、
精
神
的

に
も
経
済
的
に
も
不
安
な
状
態
を
抱
え
る
人

を
発
見
し
、
支
援
に
つ
な
げ
ま
す
。

５�

．
日ひ

頃ご
ろ

の
活
動
を
活い

か
し
、
災
害
時
に
要
配

慮
者
の
安
否
確
認
を
行
い
ま
す

　

�

日
頃
の
見
守
り
活
動
を
通
じ
て
把
握
し
て
い

る
要
配
慮
者
の
情
報
を
、
自
然
災
害
発
生
時

の
安
否
確
認
に
役
立
て
る
活
動
の
強
化
を
図

り
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　
（
4
９
５

−

１
９
０
４
）
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国
保
税
率
が
変
わ
り
ま
す

医
療
給
付
費
の
増
加
な
ど
受
け

　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
税
の
税
率
を
本
年

度
、
引
き
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
国
保
財
政
は
、
被
保
険
者
の
高
齢
化
や
医
療

技
術
の
高
度
化
な
ど
に
よ
り
年
々
、
医
療
給
付

費
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
支
出
が
膨
ら
む
一

方
、
収
入
と
な
る
国
保
税
は
長
引
く
不
況
で
低

迷
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
国
保
の
貯
金
（
財
政
調
整
基

金
）
の
取
り
崩
し
や
、
翌
年
度
見
込
め
る
収
入

額
を
繰
り
上
げ
て
充
て
る
こ
と
で
、
財
源
不
足

を
解
消
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
昨
年
度
、
貯

金
は
底
を
つ
き
、
単
年
度
決
算
で
は
１
億
を
超

え
る
赤
字
が
避
け
ら
れ
な
い
状
況
で
す
。

　
加
入
者
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
な
ご
負
担
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
国
保
の
現
状
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

税率改正の内容
　▶医療分

算出方法 改正前 改正後 差

所
得
割

前年中の総
所得金額か
ら加入者ご
とに33万円
を差し引い
た額×税率

6.85％ 7.85％ ＋1.00％

均
等
割
加入者数×
税額 ２万5000円 ２万6000円 ＋1000円

平
等
割
１世帯あた
りの税額 ２万4000円 ２万5000円 ＋1000円

賦課限度額 51万円 51万円 なし

　▶後期高齢者支援金分（支援分）

算出方法 改正前 改正後 差

所
得
割

前年中の総
所得金額か
ら加入者ご
とに33万円
を差し引い
た額×税率

1.95％ 2.45％ ＋0.50％

均
等
割

加入者数×
税額 9000円 9000円 なし

平
等
割

１世帯あた
りの税額 7000円 7000円 なし

賦課限度額 14万円 14万円 なし

　▶介護分

算出方法 改正前 改正後 差

所
得
割

前年中の総
所得金額か
ら加入者ご
とに33万円
を差し引い
た額×税率

1.50％ 2.20％ ＋0.70％

均
等
割

加入者数×
税額 7200円 9500円 ＋2300円

平
等
割

１世帯あた
りの税額 5400円 5500円 ＋100円

賦課限度額 12万円 12万円 なし本年度の国民健康保険税の納税通知書は６月中旬にお送りします。

○問い合わせ　国保医療課 国保係（4 95−1929）

世帯の状況による国保税のシミュレーション

※23年と24年の所得は同額として計算しています。

例② １人世帯（55歳）＝７割軽減例① １人世帯（67歳）＝７割軽減

前年：年金収入79万円（所得０円）

医 療 分
支 援 分
介 護 分
年 税 額

25年度
１万5300円
4800円
0円

２万100円

600円増

24年度
１万4700円
4800円
0円

１万9500円

前年：給与収入90万円（所得25万円）

医 療 分
支 援 分
介 護 分
年 税 額

25年度
１万5300円
4800円
4500円

２万4600円

1400円増

24年度
１万4700円
4800円
3700円

２万3200円

夫：前年の年金収入175万円（所得55万円）
妻：前年の年金収入 40万円（所得 ０円）

医 療 分
支 援 分
介 護 分
年 税 額

25年度
5万5700円
１万7800円

0円
７万3500円

4800円増

24年度
５万2000円
１万6700円

0円
６万8700円

夫：前年の年金収入200万円（所得112.5万円）
妻：前年の年金収入 ０円（所得 ０円）

医 療 分
支 援 分
介 護 分
年 税 額

25年度
13万9400円
４万4400円
４万1900円
22万5700円

２万5100円増

24年度
12万8400円
４万0500円
３万1700円
20万600円

夫：前年の給与収入400万円（所得266万円）
妻：前年の専業主婦収入０円（所得 ０円）

医 療 分
支 援 分
介 護 分
年 税 額

25年度
31万1900円

10万円
７万5700円
48万7600円

６万900円増

24年度
28万3600円
８万8400円
５万4700円
42万6700円

夫：前年の給与収入200万円（所得122万円）
妻：前年の給与収入 95万円（所得 30万円）

医 療 分
支 援 分
介 護 分
年 税 額

25年度
15万2200円
４万9000円

０円
20万1200円

１万6600円増

24年度
14万100円
４万4500円

０円
18万4600円

例③ 夫婦２人世帯（夫72歳・妻70歳）
＝５割軽減 例④ 夫婦２人世帯（夫64歳・妻60歳）

例⑤ 夫婦・子ども２人の４人世帯（夫46歳・
妻41歳・子10歳・子８歳） 例⑥ 夫婦・子ども１人の３人世帯（夫32歳・

妻30歳・子１歳）＝２割軽減

本年度から
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学
生
の
皆
さ
ん
、
国
民
年
金
の
「
学
生
納
付

特
例
制
度
」
を
ご
存
じ
で
す
か
。

　
国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以

上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
方
が
加
入
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
学
生
の
方
も
加
入
対
象
と

な
り
ま
す
が
、
学
生
の
方
は
収
入
の
少
な
い
方

が
多
く
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
一
般
的
に

困
難
で
す
。

　
同
制
度
は
、
学
生
の
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
一
定
期
間
、
猶
予
さ
れ
る
も
の
で
す
。

▼
対
象
者
【
注
１
】

　
①�

前
年
所
得
が
１
１
８
万
円
以
下
の
学
生

　
　

�

本
人
に
扶
養
家
族
が
あ
れ
ば
右
記
の
額
が

変
わ
り
ま
す
。

　
②�

申
請
す
る
年
度
ま
た
は
前
年
度
に
会
社
な

ど
を
退
職
し
て
学
生
と
な
っ
た
方

　
　

�

１
１
８
万
円
を
超
え
て
い
て
も
、
退
職
を

考
慮
し
た
審
査
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
離
職

票
や
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
な
ど
、
公

的
機
関
の
証
明
書
を
添
え
て
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
承
認
期
間

　
申
請
年
度
の
４
月
〜
翌
年
３
月

▼
申
請
方
法

　

�

印
鑑
と
、
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書
を
お

持
ち
の
う
え
、
下
記
の
と
こ
ろ
へ
【
注
２
】。

　
※�

本
人
が
申
請
書
に
署
名
す
る
場
合
、
印
鑑

　
小
学
生
ま
で
の
子
ど
も
や
65
～
69
歳
の
方
、

障
害
者
、
母
子
・
父
子
家
庭
の
方
は
、
医
療
費

の
助
成
を
受
け
ら
れ
ま
す
（
一
部
所
得
制
限
あ

り
）。
助
成
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
保
険
適
用

さ
れ
る
医
療
費
の
自
己
負
担
分
で
、
一
部
助
成

と
全
額
助
成
が
あ
り
ま
す
。

制
度
の
種
類

①�

障
害
が
あ
る
方
（
重
度
心
身
障
害
老
人
健
康

管
理
事
業
・
障
害
者
医
療
）

　
▼
対
象
者

　
　

�

次
の
い
ず
れ
か
の
手
帳
を
お
持
ち
で
、
本

人
や
配
偶
者
な
ど
の
扶
養
義
務
者
が
所
得

な
ど
の
基
準
を
満
た
す
方

　
　
・
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級

　
　
・�「
療
育
Ａ
」
の
記
載
が
あ
る
身
体
障
害

者
手
帳
３
級

　
　
・
療
育
手
帳
Ａ
ま
た
は
Ｂ

　
▼
助
成
内
容

　
　
全
額
助
成

②�

母
子
・
父
子
家
庭
な
ど
の
医
療
費
助
成
制
度

（
母
子
父
子
医
療
）

　
▼
対
象
者

　
　

�

次
の
ど
ち
ら
か
に
該
当
し
、
本
人
ま
た
は

扶
養
義
務
者
が
所
得
な
ど
の
基
準
を
満
た

す
方

　
　
・�

母
子
家
庭
ま
た
は
父
子
家
庭
で
、
18
歳

到
達
以
降
最
初
の
３
月
31
日
を
迎
え
る

ま
で
の
子
と
そ
の
親

　
　
・�

18
歳
到
達
以
降
最
初
の
３
月
31
日
を
迎

え
る
ま
で
の
子
で
、
両
親
が
い
な
い
子

　
▼
助
成
内
容

　
　
全
額
助
成

③�
65
～
69
歳
の
方
の
医
療
費
助
成
制
度
（
老
人

医
療
）

　
▼
対
象
者

　
　

�
①
②
や
後
期
高
齢
者
医
療
を
受
給
し
て
お

ら
ず
、
本
人
や
配
偶
者
な
ど
の
扶
養
義
務

者
が
所
得
な
ど
の
基
準
を
満
た
す
65
～
69

歳
の
方

　
▼
助
成
内
容

　
　

�

自
己
負
担
分
の
割
合
が
１
割
、
ま
た
は
１

カ
月
の
自
己
負
担
限
度
額
が
引
き
下
げ

④�

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度
（
子
育
て
支
援

医
療
）

　
▼
対
象
者

　
　
小
学
生
ま
で
の
児
童
（
所
得
制
限
な
し
）

　
▼
助
成
内
容

　
　

�

１
医
療
機
関
に
つ
き
１
カ
月
２
０
０

円
を
超
え
る
自
己
負
担
分
が
全
額
助

成
更
新
の
手
続
き

　
①
～
③
は
、
８
月
１
日
～
翌
年
７
月
31

日
を
１
年
度
と
し
て
い
ま
す
。
助
成
を
受

け
る
に
は
、
現
在
受
給
し
て
い
る
方
も
毎

年
更
新
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
現
在
の
受
給

者
証
（
黄
色
）
＝
図
１
＝
、
対
象
者
証
（
桃
色

の
シ
ー
ル
）
＝
図
２
＝
の
有
効
期
間
は
今
年
７

月
31
日
で
す
【
注
１
】。

　
③
は
、
受
給
者
証
の
交
付
を
申
請
し
た
後
も

町
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方
の
み
、
更
新
不
要

で
す
。
た
だ
し
、
申
請
後
に
転
出
し
今
年
１
月

２
日
以
降
に
再
転
入
し
た
方
や
、
世
帯
に
加

わ
っ
た
方
が
い
る
場
合
は
、
そ
の
方
の
昨
年
中

の
所
得
と
所
得
控
除
の
内
訳
が
分
か
る
証
明
書

【
注
２
】
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
期
間

　
６
月
11
日
㈫
～
18
日
㈫
の
平
日

　

�

受
付
時
間
／
平
日
午
前
８
時
30
分
～
正
午
・

午
後
１
時
～
５
時

▼
申
請
場
所

　
町
役
場
２
０
１
会
議
室
（
２
階
）

　
※
手
続
き
は
、
代
理
の
方
で
も
可
能
で
す
。

▼
持
ち
物

　
◆
①
～
④
共
通
で
必
要
な
も
の

　
　
・�

受
給
者
証
（
対
象
者
証
）
交
付
申
請
書

【
注
３
】

　
　
・
健
康
保
険
証

　
　
・
印
鑑

　
　
・�

本
人
を
含
み
同
じ
世
帯
に
今
年
１
月
２

日
以
降
に
転
入
し
た
方
が
い
る
場
合

は
、
そ
の
方
の
昨
年
中
の
所
得
と
所
得

控
除
の
内
訳
が
分
か
る
証
明
書
【
注

２
】

　
◆
各
制
度
ご
と
に
必
要
な
も
の

　
　
・�

重
度
心
身
障
害
老
人
健
康
管
理
事
業
・

障
害
者
医
療
／
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た

は
療
育
手
帳

　
　
・�

母
子
父
子
医
療
／
対
象
者
の
戸
籍
謄
本

ま
た
は
児
童
扶
養
手
当
証
書

受
給
資
格
の
判
定

　
①
～
③
は
申
請
後
、
今
年
８
月
１
日
以
降
の

受
給
資
格
の
有
無
を
判
定
し
ま
す
。
同
じ
世
帯

の
18
歳
以
上
の
方
で
、
昨
年
中
の
所
得
が
な
く

確
定
申
告
を
し
て
い
な
い
方
【
注
４
】
が
い
る

場
合
は
、
受
給
資
格
を
判
定
で
き
ま
せ
ん
。
申

請
の
前
に
町
役
場
・
税
務
課
（
２
階
）
で
住
民

税
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
注
１
】
生
年
月
日
に
よ
り
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
注
２
】
今
年
１
月
１
日
時
点
で
住
民
登
録
し
て
い
た

市
区
町
村
で
発
行
さ
れ
ま
す
。
発
行
可
能
時
期
は
市
区

町
村
ご
と
に
異
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
こ
れ
は
、
受
給
資
格
の
判
定
に
必
要
と
な
り
ま

す
。
一
人
で
も
確
認
で
き
な
い
場
合
は
、
受
給
資
格
の

判
定
（
認
定
）
が
で
き
ま
せ
ん
。

【
注
３
】
昨
年
度
中
に
申
請
の
あ
っ
た
方
な
ど
申
請
の

対
象
と
な
る
方
に
は
、
６
月
初
め
に
交
付
申
請
書
を
住

民
票
の
住
所
地
に
郵
送
し
ま
す
。
受
付
期
間
ま
で
に
申

請
書
が
届
か
な
い
場
合
は
左
記
の
と
こ
ろ
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

【
注
４
】
税
法
上
で
の
「
同
一
世
帯
員
の
被
扶
養
者
」

を
除
き
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

　
国
保
医
療
課
医
療
係

　
（
4
９
５

−

１
９
２
９
）

は
不
要
で
す
。

　
納
付
特
例
が
承
認
さ
れ
て
い
る
期
間
は
、
将

来
、
年
金
を
受
給
す
る
た
め
の
資
格
期
間
に
算

入
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
受
給
金
額
に
は
反
映

さ
れ
ま
せ
ん
。
承
認
を
受
け
た
期
間
が
10
年
以

内
で
あ
れ
ば
、
古
い
年
度
か
ら
順
に
追
納
（
さ

か
の
ぼ
っ
て
納
付
）
で
き
ま
す
。

　

障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
の
申
請
は
、
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
今
回
紹
介
し
た
学
生
納
付
特
例
が
承
認
さ

れ
て
い
る
場
合
は
、
未
納
扱
い
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
ほ
か
、
卒
業
・
退
学
後
に
厚
生
年
金
や

共
済
年
金
に
加
入
す
る
予
定
が
な
く
、
引
き
続

き
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
保
険
料

免
除
・
納
付
猶
予
（
30
歳
未
満
の
方
の
み
）
の

申
請
が
で
き
ま
す
。

【
注
１
】
①
②
共
に
大
学
・
大
学
院
・
短
大
・
高
等
専

門
学
校
・
専
修
学
校
な
ど
（
夜
間
・
定
時
制
課
程
や
通

信
制
課
程
を
含
む
）
に
通
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
学
校
・
課
程
に
よ
り
対
象
外
に
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

【
注
２
】
申
請
後
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
承
認
・
却
下

の
通
知
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

　
総
合
窓
口
課
年
金
係

　
（
4
９
５

−

１
９
１
５
）

　
学
校
や
保
育
所
な
ど
で
の
け
が

や
病
気
で
、
医
療
機
関
や
薬
局
で

治
療
や
調
剤
を
受
け
た
場
合
の
医

療
費
は
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ

ン
タ
ー
（N

A
A
SH

）
の
災
害
共

済
の
対
象
と
な
り
ま
す
【
注
】。

町
の
医
療
費
助
成
制
度
＝
右
ペ
ー

ジ
＝
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
京
都
府
内
の
医
療
機
関
な
ど
で

受
診
す
る
際
は
、
医
療
費
助
成
の

受
給
者
証
は
使
わ
ず
、
い
っ
た
ん

保
険
診
療
の
一
部
負
担
金
で
あ
る

３
割
（
就
学
前
は
２
割
）
相
当
額

を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

【
注
】
災
害
共
済
給
付
の
申
請
用
紙

は
、
町
内
小
中
学
校
・
保
育
所
に
置
い

て
い
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

　
◆�

町
内
小
中
学
校
の
児
童
・
生

徒

　
　
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

　
　
（
4
９
５

−

１
９
０
６
）

　
◆
町
内
保
育
所
の
児
童

　
　
各
保
育
所
（
電
話
番
号
は
29
ペ
ー
ジ
）

　
◆
私
立
小
中
学
校
・
幼
稚
園
の
児
童
・
生
徒

　
　
各
通
学
先

ご存じですか　災害共済給付制度
学校 ･保育所でのケガ

●？

① ②
①②共通

　３歳から小学校卒業までの方が外来医療費の助成を受ける
には、現在お持ちの白色の受給者証とは別の受給者証を受け
るための申請が必要です。申請した方には５月下旬、さくら
色の受給者証（６月から使用可能）を郵送します。白色の受給
者証は、これからも入院医療費の助成に利用できます。

　町では、65歳以上70歳未満の方に、医療費（保険適用分）
の一部を助成しています【注１】。
　助成は申請が必要です。申請が認定された方には５月下
旬、黄色の受給者証（６月から使用可能）を郵送します。

　上記の対象者にはご案内を郵送しています。申請は、受給者証交付申請書・対象者の保険証・印鑑をお持ちください
【注２】。申請期間は５月13日（月）～17日（金）の平日【注３】で、手続きは代理の方の来庁や郵送でも可能です。
【注１】60歳未満の方と同居する所得税課税世帯や、一定所得を超える世帯などは該当しません。【注２】①で本人・世帯で平成24年１
月2日以降、精華町に転入した方がいる場合は、その方の23年中の所得額と控除額を証明する書類（住民税課税対象所得額が表示されてい
るもの）も必要です。【注３】申請が遅れると受給者証の使用開始日も遅れる場合があります。

○問い合わせ　国保医療課 医療係（4 95－1929）

老人医療費助成
昭23年６月生の方へ

町子育て支援医療費助成
平22年５月２日～６月１日生の子の保護者の方へ

医
療
費
助
成
、
　

　
申
請
お
忘
れ
な
く

図１

図２

国
民
年
金
保
険
料

学
生
の
納
付
猶
予
で
き
ま
す

相談時間を延長
小児救急電話相談（4 
#8000）の 相 談 時 間
が、午後７時～翌朝８
時（土曜日は午後３時
から翌朝８時）に変更
されました。

○問い合わせ
　�健康推進課 地域医

療係
　（4 95−1905）
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減
免
の
対
象

障
害
者
の
軽
自
動
車
税
減
免

　
障
害
者
本
人
が
軽
自
動
車
の
納
税
義
務
者
で

あ
る
場
合
、
減
免
を
受
け
ら
れ
ま
す
【
注
】。

た
だ
し
「
障
害
者
の
方
が
軽
自
動
車
や
バ
イ
ク

な
ど
を
運
転
す
る
場
合
」
ま
た
は
「
生
計
を
一

に
す
る
方
が
、
軽
自
動
車
の
使
用
の
７
割
以
上

を
障
害
者
の
方
の
通
学
や
通
院
、
通
所
な
ど
の

た
め
に
使
用
す
る
場
合
」
で
あ
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　
減
免
は
、
障
害
者
の
方
１
人
に
つ
き
１
台
限

り
で
、
障
害
の
程
度
に
よ
っ
て
減
免
を
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
普
通
自
動
車
な
ど
自
動
車
税
の
減
免
と
の
重

複
は
で
き
ま
せ
ん
。
障
害
者
以
外
の
方
が
申
請

車
両
を
自
身
の
通
勤
・
通
学
な
ど
の
た
め
に
使

用
す
る
場
合
も
、
減
免
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
減
免
対
象
だ
っ
た
車
両
を
本
年
度
申
請
し
な

い
場
合
で
、
障
害
者
手
帳
に
減
免
申
請
の
受
理

印
が
あ
る
と
き
は
、
税
務
課
へ
連
絡
し
て
く
だ

障
害
の
あ
る
人
や
社
会
福
祉
法
人
な
ど
は
、
軽
自
動
車
税
の

減
免
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
住
宅
を
改
修
し
た
場
合
、
条
件
に
よ
り
固
定

資
産
税
の
一
部
が
減
額
さ
れ
ま
す
【
注
】。
該

当
す
る
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

耐
震
改
修
住
宅

　
次
の
条
件
を
満
た
す
住
宅
に
対
し
、
翌
年
度

分
に
限
り
固
定
資
産
税
の
２
分
の
１
を
減
額
し

ま
す
。
上
限
は
１
２
０
平
方
㍍
分
で
す
。
都
市

計
画
税
の
減
額
措
置
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
減
額
を
受
け
ら
れ
る
条
件

　
・�

平
成
27
年
12
月
31
日
ま
で
に
耐
震
改
修
工

事
を
し
た
住
宅
で
あ
る
こ
と

　
・�

昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
存
在
す
る

住
宅
で
あ
る
こ
と

　
・�

建
築
基
準
法
に
基
づ
く
現
行
の
耐
震
基
準

を
満
た
す
耐
震
改
修
で
あ
る
こ
と

　
・�

耐
震
改
修
の
費
用
が
１
戸
あ
た
り
50
万
円

を
超
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
（
契
約
日
が

平
成
25
年
３
月
31
日
以
前
の
分
は
30
万
円

以
上
）

　
・�

改
修
工
事
完
了
後
３
カ
月
以
内
に
減
額
の

申
告
を
す
る
こ
と

省
エ
ネ
改
修
住
宅

　
次
の
条
件
を
満
た
す
住
宅
に
対
し
、
翌
年
度

分
に
限
り
固
定
資
産
税
の
３
分
の
１
を
減
額
し

ま
す
。
上
限
は
１
２
０
平
方
㍍
分
で
す
。
都
市

計
画
税
の
減
額
措
置
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

さ
い
。
本
年
度
そ
の
車
両
で
減
免
を
申
請
さ
れ

な
い
旨
を
記
載
し
ま
す
。
記
載
が
な
い
場
合
、

ほ
か
の
車
両
で
の
減
免
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

構
造
減
免

　
軽
自
動
車
な
ど
の
構
造
が
、
身
体
障
害
者
な

ど
の
利
用
の
た
め
の
形
状
で
あ
る
場
合
、
減
免

を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

標
識
番
号
が
８
ナ
ン
バ
ー
で
、
車
検
証
の

「
車
体
の
形
状
」
欄
に
「
車
い
す
移
動
車
」
な

ど
の
記
載
が
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
８
ナ
ン
バ
ー
以
外
の
車
両
で
あ
っ
て
も
、
車

検
証
の
備
考
欄
に
「
車
い
す
固
定
装
置
付
」
な

ど
身
体
障
害
者
の
利
用
の
た
め
で
あ
る
こ
と
を

表
す
記
載
が
あ
れ
ば
、
減
免
を
受
け
ら
れ
ま

す
。

　
な
お
、
一
般
車
両
を
改
造
し
た
だ
け
で
は
減

免
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

公
益
減
免

「
社
会
福
祉
法
人
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
な
ど

で
直
接
、
社
会
福
祉
事
業
の
た
め
に
使
用
す

る
」
ま
た
は
「
社
会
福
祉
法
人
で
あ
る
社
会
福

祉
協
議
会
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
な
ど
で
、
全

体
の
７
割
以
上
を
直
接
社
会
福
祉
事
業
の
た
め

に
使
用
す
る
」
場
合
、
減
免
を
受
け
ら
れ
ま

す
。

　
介
護
保
険
事
業
の
た
め
に
使
用
す
る
場
合
は

対
象
外
と
な
り
ま
す
。

必
要
書
類
な
ど

障
害
者
の
減
免
・
構
造
減
免

・�

納
付
前
の
平
成
25
年
度
軽
自
動
車
税
納
付
書

ま
た
は
納
税
通
知
書

・
印
鑑

・�

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
戦
傷
病
者

手
帳
な
ど
（
コ
ピ
ー
不
可
）

　
※�

今
年
４
月
１
日
ま
で
に
交
付
さ
れ
た
も
の

に
限
り
ま
す
。

・
運
転
者
の
運
転
免
許
証

・�

車
検
証
な
ど
（
１
２
５
㏄
以
下
の
バ
イ
ク
な

ど
は
不
要
、
１
２
６
㏄
～
２
５
０
㏄
以
下
の

バ
イ
ク
な
ど
は
軽
自
動
車
届
出
済
証
）

公
益
減
免

・�

納
付
前
の
平
成
25
年
度
軽
自
動
車
税
納
付
書

ま
た
は
納
税
通
知
書

・
印
鑑
（
法
人
印
）

・
定
款

・�
社
会
福
祉
事
業
だ
け
で
な
く
介
護
保
険
事
業

も
行
っ
て
い
る
場
合
は
、
介
護
保
険
法
に
基

づ
く
指
定
事
務
所
の
指
令
書

・�

社
会
福
祉
事
業
専
用
の
軽
自
動
車
で
な
い
場

合
は
、
運
転
日
誌
な
ど
利
用
状
況
の
分
か
る

書
類

・�

車
検
証
な
ど
（
１
２
５
㏄
以
下
の
バ
イ
ク
な

ど
は
不
要
、
１
２
６
㏄
～
２
５
０
㏄
以
下
の

バ
イ
ク
な
ど
は
軽
自
動
車
届
出
済
証
）

申
請
期
間
・
方
法

　
５
月
10
日
㈮
～
24
日
㈮
の
平
日
に
、
必
要
書

類
を
持
っ
て
直
接
、
左
記
の
と
こ
ろ
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
（
フ
ァ
ク
ス
不
可
）。
受
付
時
間

は
、
午
前
８
時
30
分
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
５

時
15
分
で
す
。

【
注
】
身
体
障
害
者
等
級
１・
２
級
相
当
の
方
は
、
同

居
で
生
計
を
一
に
す
る
方
が
納
税
義
務
者
で
も
可
能
で

す
。

○
申
請
・
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課
住
民
税
係

　
（
4
９
５

−

１
９
１
６
）

自動車税納付、
５月末まで

　自動車税の納付期限は５月31日（金）となっています。必ず期
日までに納めてください。なお、軽自動車税は市町村での取り扱
いとなります。

○問い合わせ
　京都府山城広域振興局 山城南府税出張所 収納・納税担当
　（4 72−0231）

後期高齢者医療被保険者の方へ

所得の申告
済んでいますか？

新
築
住
宅
や
耐
震
改
修
の
特
例
の
対
象
と
な
っ

て
い
る
年
度
に
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
減
額
を
受
け
ら
れ
る
条
件

　
・�

平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
に
省
エ
ネ
改
修

工
事
を
し
た
住
宅
で
あ
る
こ
と

　
・�

平
成
20
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
存
在
す
る

住
宅
（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）
で
あ
る
こ
と

　
・�

次
に
挙
げ
る
省
エ
ネ
改
修
工
事
で
、
そ
の

改
修
工
事
の
費
用
が
50
万
円
を
超
え
る
も

の
（
契
約
日
が
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で

の
分
は
30
万
円
以
上
）
で
あ
る
こ
と

　
　
①
窓
の
断
熱
改
修
工
事

　
　
②
床
の
断
熱
改
修
工
事

　
　
③
天
井
の
断
熱
改
修
工
事

　
　
④
壁
の
断
熱
改
修
工
事　

　
　
※�

い
ず
れ
の
工
事
も
①
を
含
む
工
事
を
行

う
こ
と
。
ま
た
、
①
～
④
の
改
修
工
事

に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
位
が
現
行
の

省
エ
ネ
基
準
に
新
た
に
適
合
す
る
こ
と

に
な
る
こ
と
。

　
・�

改
修
工
事
完
了
後
３
カ
月
以
内
に
減
額
の

申
告
を
す
る
こ
と

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
住
宅

　
次
の
条
件
を
満
た
す
住
宅
に
対
し
、
翌
年
度

分
に
限
り
固
定
資
産
税
の
３
分
の
１
を
減
額
し

ま
す
。
上
限
は
１
０
０
平
方
㍍
分
で
す
。
都
市

計
画
税
の
減
額
措
置
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

新
築
住
宅
や
耐
震
改
修
の
特
例
の
対
象
と
な
っ

て
い
る
年
度
に
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
減
額
を
受
け
ら
れ
る
条
件

　
・�

平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
に
バ
リ
ア
フ

リ
ー
改
修
工
事
を
し
た
住
宅
で
あ
る
こ
と

　
・�

平
成
19
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
存
在
す
る

住
宅
で
あ
る
こ
と
（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）

　
・�

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
が
居
住
し

て
い
る
こ
と

　
　

�

▽
65
歳
以
上
の
方
・
介
護
保
険
法
の
要
介

護
ま
た
は
要
支
援
の
認
定
を
受
け
て
い
る

方
・
障
害
者
の
方

　
・�

次
の
改
修
工
事
で
補
助
金
な
ど
を
除
く
自

己
負
担
金
が
50
万
円
を
超
え
る
も
の
（
契

約
日
が
平
成
25
年
３
月
31
日
以
前
の
分
は

30
万
円
以
上
）
で
あ
る
こ
と

　
　

�

廊
下
の
拡
幅
・
階
段
の
こ
う
配
緩
和
・
浴

室
の
改
良
・
便
所
の
改
良
・
手
す
り
の
取

り
付
け
・
床
の
段
差
の
解
消
・
引
き
戸
へ

の
取
り
替
え
・
床
表
面
の
滑
り
止
め
化

　
・�

改
修
工
事
完
了
後
３
カ
月
以
内
に
減
額
の

申
告
を
す
る
こ
と

【
注
】
本
年
度
の
税
制
改
正
で
、
こ
の
減
額
制
度
の
期
間

が
延
長
さ
れ
、
改
修
費
用
の
下
限
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

○
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
（
4
９
５

−

１
９
１
６
）

　
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
と
そ
の
家
族
の

方
で
平
成
24
年
中
、
無
収
入
だ
っ
た
方
や
、
遺

族
年
金
、
障
害
年
金
、
老
齢
福
祉
年
金
な
ど
の

非
課
税
年
金
の
み
受
給
し
て
い
た
方
は
、
住
民

税
の
申
告
を
す
る
と
保
険
料
の
軽
減
な
ど
を
受

け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
【
注
】。

　
申
告
は
町
役
場
・
税
務
課
（
２
階
）
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　
申
告
が
な
い
場
合
、
世
帯
の
所
得
が
低
い
場

合
の
保
険
料
の
軽
減
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

申
告
に
よ
り
医
療
費
の
自
己
負
担
限
度
額
が
低

く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

【
注
】
収
入
が
老
齢
年
金
に
よ
る
収
入
だ
け
の
方
は
、

申
告
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
問
い
合
わ
せ

　
国
保
医
療
課
医
療
係

　
（
4
９
５

−

１
９
２
９
）

軽
自
動
車
税
の

減
免
申
請

固
定
資
産
税

耐
震
改
修
な
ど
で
一
部
減
額
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昭
和
56
年
５
月
以
前
に
着
工
さ
れ
た
建
物

は
、
そ
れ
以
降
に
建
築
さ
れ
た
も
の
と
比
べ
、

大
地
震
で
倒
壊
し
や
す
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
を
派
遣

　
町
で
は
、
こ
の
旧
耐
震
基
準
で
設
計
さ
れ
た

木
造
の
住
宅
に
対
し
て
、
京
都
府
木
造
住
宅
耐

震
診
断
士
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　
耐
震
診
断
士
は
、
主
に
外
観
調
査
を
中
心
に

診
断
し
、
後
日
改
め
て
地
震
に
対
す
る
安
全
性

の
評
価
や
大
ま
か
な
補
強
プ
ラ
ン
な
ど
を
説
明

し
ま
す
。

　

１
戸
の
診
断
に
か
か
る
費
用
は
５
万�

１
０
０
０
円
で
す
が
、
皆
さ
ん
が
負
担
す
る
費

用
は
３
０
０
０
円
で
す
。
現
地
調
査
に
か
か
る

時
間
は
２
〜
４
時
間
で
す
【
注
１
】。

改
修
補
助
、
最
高
90
万
円

　
耐
震
診
断
の
結
果
、
倒
壊
す
る
可
能
性
が
あ

る
と
さ
れ
た
木
造
の
住
宅
を
耐
震
改
修
・
補
強

す
る
場
合
【
注
２
】、
90
万
円
を
上
限
と
し
て

費
用
の
４
分
の
３
を
交
付
し
ま
す
。
た
だ
し
簡

易
な
工
事
に
対
し
て
は
、
30
万
円
を
上
限
と
し

て
費
用
の
４
分
の
３
を
補
助
し
ま
す
（
本
年
度

　
一
般
的
に
廃
棄
物
を
燃
や
す
こ
と
は
、
法
律

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
焼
き
畑
や
あ
ぜ
草

焼
き
な
ど
農
業
や
林
業
の
た
め
の
焼
却
は
例
外

と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
【
注
】。

　
野
焼
き
は
洗
濯
物
に
に
お
い
が
付
い
た
り
す

る
な
ど
、
周
辺
の
住
宅
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。「
も
し
自
分
が
近
く

に
住
ん
で
い
る
人
の
立
場
だ
っ
た
ら
」
と
、
い

つ
も
考
え
ま
し
ょ
う
。
や
む
を
得
ず
野
焼
き
を

す
る
と
き
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

・�

近
く
に
住
ん
で
い
る
人
へ
事
前
に
声
か
け
す

る
。

・�

よ
く
乾
燥
さ
せ
て
１
回
に
燃
や
す
量
を
少
な

か
ら
）。
詳
し
く
は
左
記
の
と
こ
ろ
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
改
修
す
る
と
き
は
、
専
門
的
な
知
識
を
持
つ

事
業
者
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
安
全
性
だ
け
で
は

な
く
、
経
済
性
か
ら
利
便
性
ま
で
、
幅
広
く

じ
っ
く
り
と
検
討
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
屋

根
の
軽
量
化
や
壁
の
補
強
な
ど
を
組
み
合
わ
せ

た
、
最
も
合
理
的
な
耐
震
改
修
を
計
画
し
ま

し
ょ
う
。

　
交
付
を
受
け
る
に
は
、
事
前
に
申
請
し
、
交

付
決
定
通
知
を
受
け
て
か
ら
契
約
・
着
工
す
る

こ
と
が
条
件
で
す
。
契
約
済
み
の
も
の
、
工
事

済
み
の
も
の
は
事
後
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

◇

　
耐
震
診
断
や
改
修
補
助
の
要
件
、
申
込
方
法

な
ど
詳
し
く
は
、
左
記
の
と
こ
ろ
に
問
い
合
わ

せ
る
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

【
注
１
】
住
宅
の
規
模
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

【
注
２
】
町
が
定
め
る
条
件
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
都
市
整
備
課
開
発
指
導
係

　
（
4
９
５

−

１
９
０
２
）

　
各
地
域
の
団
体
で
年
４
回
以
上
、
新
聞
な
ど

の
古
紙
を
回
収
し
て
い
る
団
体
に
、
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

　
昨
年
度
は
、
45
団
体
か
ら
約
１
８
８
０
ト
ン

の
古
紙
類
が
回
収
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
古

紙
類
を
焼
却
し
た
場
合
と
比
べ
て
約
３
６
０
ト

ン
【
注
】
の
Ｃ
Ｏ
２
が
削
減
さ
れ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
補
助
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
各
地
域
の
団
体

（
自
治
会
・
子
ど
も
会
な
ど
）
で
、
新
聞
・
雑

誌
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
・
古
布
・
紙
パ
ッ
ク
・
ア
ル

ミ
缶
を
年
４
回
以
上
回
収
す
る
団
体
で
す
。

　
回
収
を
業
者
に
委
託
し
て
い
な
い
場
合
や
年

12
回
以
上
回
収
し
て
い
る
場
合
は
、
補
助
額
を

加
算
し
ま
す
（
予
算
の
範
囲
内
）。

　
申
請
は
７
月
１
日
㈪
ま
で
の
平
日
に
、
届
出

書
を
左
記
の
と
こ
ろ
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間
は
午
前
８
時
30
分
～
正
午
・
午
後
１

時
～
５
時
で
す
。
届
出
書
は
左
記
の
と
こ
ろ
に

置
い
て
い
る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
注
】
環
境
省
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
部
「
３
Ｒ

エ
コ
ポ
イ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
促
進
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
に
基
づ
き
ま
す
。

○
申
請
・
問
い
合
わ
せ

　
環
境
推
進
室
環
境
係

　
（
4
９
５

−

１
９
２
５
）

　
こ
の
季
節
、
田
ん
ぼ
周
辺
の
水
路
に
異
物
が

入
ら
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
草
刈
り
後

の
雑
草
や
あ
ぜ
シ
ー
ト
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど

が
水
の
流
れ
を
止
め
る
と
、
泥
が
た
ま
り
、
異

臭
が
発
生
し
ま
す
。

　
水
路
は
、
常
に
水
が
流
れ
る
こ
と
で
浄
化
す

る
作
用
も
あ
り
ま
す
。
水
路
の
管
理
者
や
農
家

だ
け
で
は
な
く
、
周
辺
を
通
行
す
る
人
全
員
が

マ
ナ
ー
を
守
り
、
き
れ
い
な
水
路
に
し
ま
し
ょ

う
。

○
問
い
合
わ
せ

　
産
業
振
興
課
農
業
振
興
係

　
（
4
９
５

－

１
９
０
３
）

く
し
、
大
量
の
煙
が
出
な
い
よ
う
に
し
て
、

風
向
き
な
ど
に
も
配
慮
す
る
。

・�

特
に
ビ
ニ
ー
ル
（
マ
ル
チ
、
あ
ぜ
シ
ー
ト
な

ど
）
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
有
害
物
質
が
発

生
し
や
す
い
も
の
は
、
絶
対
に
燃
や
さ
な

い
。

・�

庭
木
を
刈
り
込
ん
だ
も
の
や
杭
な
ど
も
燃
や

さ
な
い
。

【
注
】
草
木
の
焼
却
灰
は
肥
料
に
な
り
ま
す
。
焼
却
の

熱
で
病
害
虫
の
発
生
も
抑
制
で
き
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

　
産
業
振
興
課
農
業
振
興
係

　
（
4
９
５

−

１
９
０
３
）

　
農
業
用
水
の
送
水
の
た
め
５
月
29
日
㈬
・
６

月
７
日
㈮
～
９
月
30
日
㈪
、
川
西
揚
水
ポ
ン
プ

を
運
転
す
る
予
定
で
す
。
期
間
中
、
田
な
ど
の

周
辺
水
路
は
、
水
位
が
上
昇
し
大
変
危
険
で
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
５
月
29
日
は
午
前
9
時
か
ら
、
６
月
７
日
～

８
日
㈯
は
終
日
、
９
日
㈰
以
降
は
午
前
７
時
～

午
後
５
時
ご
ろ
に
運
転
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

　

�

水み

ど

り
土
里
ネ
ッ
ト
川
西
（
相
楽
郡
川
西
土
地
改

良
区
）

　
（
4
９
４

−

３
０
０
６
）

　
淀
川
河
川
事
務
所
で
は
、
木
津
川
で
見
た
こ

と
・
感
じ
た
こ
と
を
月
１
回
以
上
報
告
す
る

「
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
」
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　
報
告
期
間
は
７
月
～
来
年
６
月
。
20
歳
以
上

の
方
対
象
で
、
謝
礼
は
お
お
む
ね
月
４
５
０
０

円
で
す
。
申
し
込
み
は
同
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.yodogaw

a.kkr.m
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｢ダイショイモ｣で
暑さをしのごう
19日、役場で育て方講座

　ダイショ【注】のグリーンカーテン育て方講座を５月
19日（日）、精華町交流ホール（町役場２階）で開催しま
す（精華町・京都府公立大学法人京都府立大学共催）。講
師は京都府立大学大学院生命環境科学研究科講師の伊達
修一さん。午前10時～ 11時30分の開催で、受け付け
は午前９時30分からです。参加は無料です。
▶対 象 者　�町内在住で、当日苗（２苗）を持ち帰って育

てられる方（小学３年生以下は保護者の同
伴が必要）

▶定　　員　先着50人
▶申込方法　�「住所・氏名・電話番号・小学３年生以下

の参加者の有無」を、電話で下記のところ
へ。

▶申込期間　５月７日（火）からの平日
　　　　　　受付時間：午前９時～正午・午後１時～５時
【注】東南アジア原産のヤマノイモの一種で、イモは食用で
す。ツルが大きく育ち、７～ 11月まで大きな葉が茂ります。

○申し込み・問い合わせ
　環境推進室 環境係（4 95−1925）

木津川市都市計画変更（案）を縦覧

新ごみ焼却場建
設に向けて
　５月１日㈬～ 17日㈮（土日・祝日は除く）、精華町役
場・環境推進室で木津川市に新しく建設されるごみ焼却
場に関する都市計画変更（案）を縦覧に供します。

　この焼却場は、打越台環境センターに代わって精華町
と木津川市の可燃ごみを処理する施設です。変更（案）は
木津川市ホームページでも公開しています。
　受け付けは午前８時30分～午後５時15分です。変更
（案）に対するご意見は、所定の様式に記入し、次の場所
に郵送してください。提出期限は５月17日です。（必着）

〈提出先・問合せ〉
　�〒619−0286
　�（※個別番号のため住所の記入はいりません）
　�木津川市役所クリーンセンター建設推進室
　☎0774（75）1226


